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  The inhibition of triacylgricerol (TG) accumulation in the 3T3-L1 preadipocytes by the 65% ethanol 

extracts of Bunashimeji (Hypsizigus marmoreus) hard tip was evaluated in this study. These cells were 

cultured in the presense of the bunashimeji extracts, and then the amounts of TG in intracellular lipid 

droplets were determined to stain with oil red O. The amounts in intracellular TG content in presence of 
the extracts (25g of dry matter/mL of media) from the dry matter and from the raw matter were each of 

about 70.0% and 93.3% against control respectively. The extracts were analyzed by reverse phase 

chromatography. It seemed that the ingredients related to anti-obese effects were amphiphilicity in the 

extracts of bunashimeji. These results suggest that the 65% ethanol extracts from bunashimeji hard tip 
are available of the application to the remedy for metabolic syndrome. 
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１． はじめに 
近年，食品の生理機能についての研究が幅広く進

められており，これを健康維持，疾病予防・改善に

役立てようとする試みが盛んに行われている．なか

でもきのこは，おいしく，しかも低カロリーで，食

物繊維やミネラルなどの栄養素が豊富に含まれてい

ることが，明らかになっている 1)．最近では，一次

機能や二次機能だけでなく三次機能，つまりきのこ

の生理機能についての研究も盛んに行われてきてい

る 2)-7)． 

食用きのこの種類としては，シイタケ（Lentinus 
edodes），ヒラタケ(Pleurotes ostreatus)，ナメコ

(Pholiota nameko)等古くから広く食されているき 

＊ 医薬品・食品研究課 

のこに加え，栽培技術の進歩により，マイタケ 

(Grifola frondosa)，ハタケシメジ (Lyophyllum 

decastes)，ブナシメジ(Hypsizigus marmoreus)等近
年になって食卓に定着したきのこも多い．ブナシメ

ジは，三重県においても栽培されている主要な食用

きのこの一つである．ブナシメジの生理機能は，こ

れまでに抗腫瘍効果等 8) -10)についての報告はなされ

ているが，脂質代謝亢進等，メタボリック症候群の

予防に関わる生理機能は報告されていない．当研究

所では，昨年度までの研究により，子実体及び石づ

き部は，有望なメタボリック症候群予防素材の原料

となる可能性が高いことが明らかにしている 10) -12)  

（図 1）．本研究では，ブナシメジの素材化を目的

として，マウス脂肪前駆細胞 3T3-L1 を用いた細胞







ィーによる分析を行った．その結果，主な活性成分

は，65%エタノール抽出画分中の比較的水に溶出し

やすい成分であることが明らかとなった．また，生

石づき粉砕ペースト及び乾燥粉末の65%エタノール

抽出の細胞内脂質蓄積予防効果は，乾燥粉末のほう

が優れていた．今後，素材の応用のためには，大量

調製法等の検討が必要であると考えられる． 
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